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＜横浜市公立大学法人評価委員会開催状況＞ 

第 36 回（平成 23 年 ４月 28 日開催）  第 39 回（平成 23 年 ８月 ５日開催） 

第 37 回（平成 23 年 ６月 24 日開催）  第 40 回（平成 23 年 ８月 22 日開催） 

第 38 回（平成 23 年 ７月 ４日開催）  第 41 回（平成 23 年 10 月 24 日開催） 

 

◆評価書の構成について 

・ 総論は、第１期中期目標期間（平成 17～22 年度）における法人の取組を振

り返ったものであり、第２期中期目標期間（平成 23～28 年度）においてさ

らに取組を強化すべき事項を含め、総括的な評価を行った。 

・ 各論は、中期目標の大項目ごとに、これまでに当委員会が実施した中間評

価やその後の各年度の評価、終了時の検討を踏まえ、特に評価・指摘すべ

き取組を抽出し、その成果を検証したうえで、まず大項目についての評価

を示し、特筆すべき取組と取組を強化すべき事項を挙げた。 
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１ 総  論 

 

公立大学法人横浜市立大学(以下「法人」という)は、平成 17 年度から地方独立行政法人

法に基づき自主的・自律的な運営を行う法人して新たにスタートした。以来今日に至るま

で、市が示した中期目標における基本目標「市が有する意義ある大学として、市民が誇り

うる、市民に貢献する大学となること。更には、発展する国際都市・横浜とともに歩み、

教育に重点を置き、幅広い教養と高い専門的能力の育成を目指す実践的な国際教養大学と

なること。」の実現を目指し、「教育重視、学生中心、地域貢献」という基本方針のもと、

自らが定めた中期計画の達成に向け、様々な取組を積極的に進めてきた。 
毎年度の業務実績については、法人の自己評価結果に基づき、当委員会において専門的

な視点から評価を行ってきた。今回の評価については、第 1 期中期目標期間が終了したこ

とを踏まえ、法人の第 2 期以降における更なる発展を期待し、第１期期間全体の実績を総

合的な観点から評価したものである。 
第１期期間全体を通じて、公立大学法人制度が意図した法人運営における自主性、自律

性を活かしつつ、教育・研究・診療はもとより、法人運営の全般にわたり、さまざまな努

力が重ねられ、その成果も徐々に現れはじめつつあることは、率直に評価したい。 
具体的には、国際総合科学部への３学部統合や共通教養教育の体制確立、社会情勢の変

化に対応した大学院の再編といった教育・研究体制の整備に努めるとともに、附属２病院

の医業収入増加による健全な病院経営の確立や、財務分析、予算統制を始めとする経営管

理の改善などの成果を上げた。 
また特に、地域貢献の組織的・積極的な推進により外部から高い評価を受けたこと、キ

ャンパスのアメニティ向上や授業料減免制度の充実など学生支援の取組が進んだこと、ま

た、附属２病院における患者待ち時間の短縮等医療サービスの向上、地域の医療機関との

連携強化など、取組を積極的に進め、高い評価となった項目も多かった。 
一方、期間中には法人の運営をめぐり、いくつかの不祥事や事件、あるいは組織内部に

おける混乱などが発生した。こうしたことは、法人に対する市民の信頼を大きく損なうこ

とはもとより、法人運営のあり方自体について、法人構成員にも不安を抱かせかねないこ

とであり、極めて遺憾といわざるを得ない。 
法人はこうした事態を真摯に受け止め、今一度法人化の基本に立ち返って、理事長、学

長を始めとする経営陣の責任と権限を明確にした適正なガバナンスの構築と法人運営への

確かな信頼感の醸成、教職員一人ひとりのコンプライアンス意識のさらなる徹底、学内コ

ミュニケーションの一層の円滑化など、自主性･自律性に基づく、より適正な法人運営を確

立するための取組を今後強力に推進することを改めて強く望みたい。 
今回の評価における指摘も含め、第１期期間において指摘された事項については真摯に

受け止め、同期間で達成しえなかった取組はもとより、高い評価を得たものについてもさ

らにその充実強化に努めるとともに、社会の変化等に対応する新しい課題についても積極

的に取り組むことを通じて、真に市民に貢献しうる大学を目指して、不断の努力を続けら

れたい。 
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２ 各  論 

（１）大学の運営に関する目標 

 
ア. 評 価 

中期目標・中期計画は概ね達成されたと認められる。 

「研究院」構想が当初意図した機能を十分に発揮できなかったことや、理学系及

び医学系の分野にわたる生命科学分野の再編など、一部の取組に遅れが見られたもの

の、教育、研究への取組はほぼ順調に進み、特に「学生中心」という基本方針のもと

学生支援への各種取組が積極的に進められたことは評価したい。 
 
イ. 特筆すべき取組 
・ 実践的な教養教育の実現を目指し、理学・商学・国際文化学の３学部を国際総合

科学部に統合した。また、大学院においても、社会情勢の変化に対応しつつ、研

究科の再編を進め、領域横断的な教育運営体制を整えた。 
 

・ 社会的ニーズに対応し、医学部において、医学科 30 人、看護学科 10 人の入学定

員増を実施し、医学科においては少人数教育の充実等を実施した。また、医学研

究科において、看護学専攻を設置した。 
 

・ 国際総合科学部、医学部の枠を超えて全学生が「幅広い教養と高い専門性能力、

豊かな人間性・倫理観」を身につけることを目的とした「共通教養」教育体制を

整備した。特に語学教育において、英語によるコミュニケーション能力の向上を

目指す、プラクティカル・イングリッシュの充実に努めた。 
 

・ 「学生中心」という基本方針にもとづき、アンケートの実施やポータルサイトの

構築などを通じて学生の声を大学運営に適切に反映させる取組を重ね、キャンパ

スアメニティの向上、授業料減免制度の改善などにつなげた。 
 

・ 先端医科学研究センターを設置し、医系・理系の連携により臨床応用につながる

先端的医療開発を進めるとともに、同センターを中心に国の大型研究費である科

学技術振興調整費（平成 20～29 年度の 10 年間総額約 50 億円）などを獲得した。 
 

ウ. 取組を強化すべき事項 

・ 医師国家試験の合格率が後半の３年間で毎年低下していることを踏まえ、教育水

準の維持・向上をさらに進めること。 
 
・ 成績評価の客観化と評価結果の教育面での多様な活用を目的に導入を目指しつつ、

本格導入に至らなかったグレード・ポイント・アベレージ（GPA）による成績評

価制度を早期に実現すること。 
《*》グレード・ポイント・アベレージ：欧米の大学で導入されている学生成績評価制度。日本の大学

では、従来、授業科目ごとに優(Ａ)、良(Ｂ)、可(Ｃ)、不可(Ｄ)で成績を評価してきたが、GPA

では，それぞれの授業科目の単位数とその評価を基に総合的な評価指標を提示する。不可の授業

科目の評価も加算されるため、これまで以上に総合的な評価結果が可能になると期待される。 
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・ 第１期では、「研究院」がその機能を十分発揮させられず、第 2 期では「学術院」

へとその組織活動体制を見直すことになっており、その機を捉え、学部研究科横

断の総合的教育研究推進体制としての機能の確保、充実を図ること。 
 

・ 在学全期間にわたる、キャリア教育をさらに充実し、就職支援にとどまらない学

生の的確なキャリア形成支援に、より積極的に取り組むこと。 

 

・ 大学院研究科のあり方や先端医科学研究センターとの連携を含め、大学全体とし

て、特に医療への貢献を意識した生命医科学分野の教育研究を総合的に推進し、

国際的な競争力を強化していくための具体的取組を進めること。 
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（２）地域貢献に関する目標 

（附属病院・附属市民総合医療センターの地域貢献に関する取組については（４）に記載） 

 
ア. 評 価 

中期目標・中期計画を上回る成果をあげたと認められる。 
市の政策への提言、生涯学習講座の充実などを進め、新聞社の「大学の地域貢献度

ランキング」で全国２位にランクされたことは、それらの積極的な取組が広く社会に

認められたものとして、高く評価したい。 
 
イ．特筆すべき取組 
・ 平成 21 年４月に地域貢献センターを設置し、都市政策部門、生涯学習部門の２

分野を設け、組織的かつ積極的な地域貢献活動を進めた。 
 

・ エクステンション講座や市民医療講座等、生涯学習講座の延べ受講者数が平成 17
年度の 11,149 人から平成 22 年度の 16,527 人へと大幅に増加した。 

 
ウ. 取組を強化すべき事項 
・ 地域貢献について、教育研究や医療をはじめとする法人の全活動に共通した目標

として、全教職員が一丸となってさらにその推進に取り組むこと。           
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（３）国際化に関する目標 

 

ア. 評 価 
中期目標・中期計画は概ね達成されたと認められる。 
法人全体の国際化戦略であるミッション・ステートメントを策定し、国際化のビジ

ョンと戦略課題の明確化、具体化に着手し始めていることは評価できる。 
 

イ. 特筆すべき取組 
・ 国際化推進センターを設置し、平成 21 年度に国際化戦略「ミッション・ステー

トメント」を策定し、国際化のビジョンと戦略課題を明示するとともに、アジア

を中心とした大学や国際機関との間でアカデミック・コンソーシアムを立ち上げ

るなど、その具体化に着手した。 
《*》アカデミック・コンソーシアム：主にアジア地域における都市と都市にある大学、および世界銀行

や JICA をはじめとした国際機関と連携し、都市が抱える課題を協働して解決することを目的とし、

横浜市立大学を中心に 2009 年 9 月に設立した団体。 

 
・ 海外の協定締結大学への派遣学生数や海外大学で受講した授業の単位認定数の増

加、海外フィールドワーク支援プログラムの充実などの取組が進められた。 
 
ウ. 取組を強化すべき事項 
・ ミッション・ステートメントに掲げられている課題は極めて多岐にわたっている

ことから、今後その絞込みや推進方法等についてさらに工夫すること。 
 
・ 学位の質の確保に留意しつつ、留学生・海外派遣学生の計画的増加に向けての環

境整備をさらに積極的に推進すること。 
 

・ 外国人教員の採用や英語による授業の導入等の取組をさらに充実させ、学生が英

語を作業言語として使いこなせる能力をさらに高められるよう努めること。 
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（４）附属病院（附属病院・附属市民総合医療センター）に関する目標 

 

ア. 評 価 
中期目標・中期計画は概ね達成されたと認められる。 

医業収入の大幅な増収による健全な病院経営の確立に努めたほか、医療サービスの

向上に向けた取組、地域医療機関との連携の強化など、大学附属病院として期待され

る役割を着実に果たしていることは評価したい。 

 
イ. 特筆すべき取組 
・ 医療安全研修会の開催、インシデント報告システム導入など、医療安全文化の醸

成、安全管理環境の整備に努め、インシデントへの対応を含めリスクの事前予知・

回避システムの充実への各種取組が着実に重ねられた。 
 

・ 診療報酬改定もあったものの、患者数の増加、医療単価の向上に努め、計画に対

して大幅な増収を図った。また、人件費比率は中期計画に定めた目標を達成した。 
 

・ ワンストップサービスのための総合相談窓口の設置、診療・会計待ち時間の短縮

を進めるなど、患者満足度の向上に努めた。 
 
・ 地域医療機関との連携の強化や役割分担の明確化を進め、紹介率、逆紹介率とも

中期計画を上回る成果をあげた。また、地域医療貢献推進委員会を設置し、医師

の派遣を進めるなど、地域医療の向上に大きく貢献した。 
 

・ 高度医療の専門外来を開設するとともに、再生細胞治療室を開設するなど、大学

の附属病院として期待されている高度・先進医療の推進に積極的に取り組んだ。 
 

・ 附属病院の「地域がん診療連携拠点病院」の指定、市民総合医療センター（以下、

センター病院）の「地域医療支援病院」の承認など附属２病院の特性や位置づけ

の明確化に努めた。 
 

・ 地域の医療人（医師、看護師、医療技術職、事務職等）が知識や情報を共有する

場として、研修会等を「市大病院学会」と位置づけ、その活動の充実等を通じ、

医療人相互の連携、情報提供、地域医療従事者の研修等を進めた。 
 

・ 非常勤診療医採用枠の創設（附属病院）、夜間保育の充実（センター病院）等、女

性医療スタッフ等の就労支援を充実させた。 
 

ウ. 取組を強化すべき事項 
・ 医療の質の維持に配慮しつつ、後発医薬品の利用促進、一部医薬品の共同購入、

価格交渉の強化などの取組を推進し、医薬材料費比率の目標達成を図ること。  
 
・ 医薬品等の使用量や在庫を的確に把握し、適正な管理を行うなど、内部統制をよ

り強化すること。 
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（５）法人の経営に関する目標 

 

ア. 評 価 
中期目標・中期計画は概ね達成されたと認められる。 

月次決算など財務分析の精緻化による経営管理の強化、外部資金獲得額の増加によ

る財務基盤の強化、任期制・年俸制・教員評価制度といった新たな人事制度の構築と

実践に努めるなど、改善が進んだ取組も見られ、評価できる。 

一方で、第 1期最終年度まで続発した一連の不祥事等は、社会からの信用を大きく

損ねるばかりでなく、中期目標・中期計画達成の前提である、理事長・学長等の適切

なガバナンスの構築や全教職員のコンプライアンス意識の徹底、学内におけるコミュ

ニケーションの円滑化が十分進んでいない結果と考えられる。第２期においては、最

優先課題としてこれらへの取組を強力に推進されたい。 

 
イ. 特筆すべき取組 
･ 附属２病院の経営の効率化とともに、財務分析・予算統制など財務状況の的確な

把握・分析を通じた経営管理の改善に努め、運営交付金の計画的削減や老朽化し

た施設設備の更新等を進めた。 
 
・ 科学技術振興調整費をはじめとした外部研究費、各種寄付金、公開講座収入等多

様な外部資金獲得への努力を重ねた。 
 

・ 教員評価制度、年俸制、任期制、職階の簡素化、多様な雇用形態による人材の活

用など、新たな人事制度の構築と実践を進めるとともに、組織体制の簡素・効率

化と市派遣職員の段階的削減に取り組んだ。 
 

ウ. 取組を強化すべき事項 
・ 第 2 期中期計画の最優先課題として、適正なガバナンスの構築、教職員のコンプ

ライアンス意識の徹底、また、学内におけるコミュニケーションの一層の円滑化

を進め、一連の不祥事により損なった社会的信頼回復及び法人運営への不安感の

払拭にさらに強力に取り組むこと。 
 
・ 年度当初の明確な見通しのもとに収支・資金計画、人員配置計画等を立案し、そ

の確実な実施に努めるとともに、状況の的確なフォローアップに基づく速やかな

対応を進めること。特に大学部門の人件費比率については、数値目標を達成でき

なかったことを踏まえ、諸計画に基づき、適切に管理すること。 
 

・ 教職員のモチベーション向上と深く関わる課題である、教員のテニュア制度やサ

バティカル制度の導入、及び、職員の給与制度の改定など、教職員の人事管理に

関する諸制度の整備に向けてさらに積極的に取り組むこと。           
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（６）自己点検・評価、認証評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目

標、その他業務運営に関する重要目標 
 

ア. 評 価 
中期目標・中期計画は概ね達成されたと認められる。 

 
イ. 特筆すべき取組 
・ 中期計画の達成に向け、毎年度計画に則り、自己点検・評価を重ね、評価結果を

大学運営、教育・研究・診療の改善、充実に反映させる体制が徐々に整い、機能

しはじめている。 
 

ウ. 取組を強化すべき事項 
・ 進捗管理をさらに徹底し、トップの強いリーダーシップのもとで課題解決を計画

的に進めること。また、社会経済情勢や学内の状況変化などを十分に把握し、設

立団体との対話・協議をさらに深めつつ、必要に応じ中期計画の見直しも含め、

柔軟に対応すること。 
 

・ 平成 21 年度に発生した個人情報漏えい事故を踏まえ、教職員の個人情報に関す

るさらなる意識向上を図ることはもとより、勤務環境の改善等を含め、法人とし

ての総合的な個人情報の適正管理の徹底を図ること。 
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３ 予算、収支計画及び資金計画 

 
受託研究収入等の外部資金や医業収入等を計画以上に増加させるとともに、一般管理

費を中心に経費の節減に努めた結果、計画を上回る運営交付金の圧縮を行いつつ、6 年間

で 40 億円超の目的積立金を計上したこと、また、その目的積立金を活用し、法人固有職

員の退職手当相当の引当等を実行したことは、予算統制など計数管理が精緻化し、経営

の中に浸透してきたことが窺われ、経営上の努力が認められる。第 2 期においても、予

算、収支計画及び資金計画と実績の差異を常に把握し、詳細な分析を行ったうえで、そ

の結果を適時に経営に反映させるよう、継続的な取組を進められたい。 
なお、第 2 期において目的積立金が発生した際には、市民の税金により公的に支えら

れている法人であることを踏まえ、その生じた原因を詳細に分析し、教育研究、診療活

動のさらなる充実・発展といった公立大学法人経営の理念に基づく有効な活用方法を検

討すべきである。 
                 
 

 



４ 項目別評定結果一覧 

 
◆評価委員会による評価 

公立大学法人から提出のあった第１期中期目標期間における業務の実績報告書等に基づ

いて、評価委員会は書面審査及びヒアリングを実施し、次の項目に沿って調査・分析を行い、

総合的に評価を行った。 

 

 

 

 

 

 評価の基準 

評価 基 準 

Ａ 中期目標で想定されている以上の成果をあげた。 

Ｂ 中期目標で想定されている成果をあげた。 

Ｃ 中期目標で想定されている成果を十分にはあげられなかった。 

Ｄ 中期目標で想定されている取組を行わなかった。 

 

 

評価委員会による過年度評価 

評価委員会として評価した項目 
中間評価 

20 
年度

２１ 
年度

２２ 
年度 

法人 
自己 
評価 

評価 
委員会 
評価 

Ⅰ 大学の運営に関する目標 
概ね 
順調 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

１．教育の成果に関する目標  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

２．教育内容等に関する目標  Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

３．学生の支援に関する目標  Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 

 

４．研究に関する目標  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅱ 地域貢献に関する目標 
やや 

遅れている 
Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 

Ⅲ 国際化に関する目標 
やや 

遅れている 
Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅳ 附属病院に関する目標 
極めて 
順調 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

１．安全な医療の提供に関する目標  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

２．健全な病院経営の確立に関する目標  Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

３．患者本位の医療サービスの向上と 
地域医療への貢献に関する目標 

 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 

４．高度・先進医療の推進に関する目標  Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

 
 
 

５．良質な医療人の育成に関する目標  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅴ 法人の経営に関する目標 
順調とは 
言えない 

Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ 

１．経営内容の改善に関する目標  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

２．業務運営の改善及び効率化に関する 
目標 

 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

 

３．広報の充実に関する目標  Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅵ 自己点検・評価、認証評価及び当該 
状況に係る情報の提供に関する目標 

概ね 
順調 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅶ その他業務運営に関する重要目標 
概ね 
順調 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

１．安全管理に関する目標  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  

２．情報公開の推進に関する目標  Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 
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５
．

項
目

別
調

書

第
３

　
大

学
の

運
営

に
関

す
る

目
標

【
中

間
評

価
：
概

ね
順

調
　

2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

　
１

　
教

育
の

成
果

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

○
国

際
総

合
科

学
部

と
い

う
新

し
い

理
念

に
基

づ
く
学

部
の

目
標

の
達

成
に

努
力

を
重

ね
る

と
と

も
に

、
全

学
に

わ
た

る
幅

広
く
先

進
的

な
共

通
教

養
教

育
の

実
践

に
努

め
て

い
る

。
特

に
、

語
学

教
育

に
お

い
て

英
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
高

め
る

た
め

に
プ

ラ
ク

テ
ィ

カ
ル

・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

の
教

育
体

制
の

整
備

充
実

に
努

め
た

【
中

間
評

価
】

◎
大

学
院

教
育

と
の

一
貫

性
を

高
め

る
た

め
国

際
総

合
科

学
部

の
コ

ー
ス

を
再

編
し

、
３

学
系

７
コ

ー
ス

を
４

学
系

1
2
コ

ー
ス

へ
変

更
し

、
教

育
、

研
究

の
方

向
性

が
明

ら
か

に
な

っ
た

こ
と

を
評

価
し

、
今

後
学

部
全

体
の

教
育

力
の

強
化

を
期

待
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

◎
国

際
総

合
科

学
研

究
科

が
都

市
社

会
文

化
研

究
科

、
生

命
ナ

ノ
シ

ス
テ

ム
科

学
研

究
科

、
国

際
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
科

に
再

編
さ

れ
、

各
研

究
科

の
特

色
を

生
か

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
充

実
が

進
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
生

命
科

学
分

野
の

再
編

が
第

１
期

期
間

中
に

実
現

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
遺

憾
で

あ
る

。
市

大
全

体
と

し
て

生
命

科
学

分
野

の
研

究
を

総
合

的
に

推
進

し
世

界
的

な
競

争
力

を
高

め
て

い
く
た

め
の

具
体

的
方

向
性

及
び

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

明
確

に
さ

れ
た

い
。

【
2
2
年

度
評

価
】

○
◎

喫
緊

の
社

会
的

課
題

で
あ

る
医

師
不

足
対

策
に

つ
い

て
医

学
部

（
医

学
科

）
入

学
定

員
を

2
0
年

度
に

2
0
名

、
2
1
年

度
に

1
0
名

増
員

し
、

計
3
0
名

増
を

実
現

し
た

。
【
中

間
評

価
・
2
1
年

度
評

価
】

◎
医

師
国

家
試

験
の

合
格

率
が

低
下

傾
向

を
示

し
て

い
る

（
平

成
2
0
年

9
6
.9

％
、

平
成

2
1
年

9
5
.0

％
、

平
成

2
2
年

9
2
.2

％
）
こ

と
は

残
念

で
あ

り
、

医
学

教
育

は
国

家
試

験
の

た
め

だ
け

で
は

な
い

も
の

の
、

原
因

を
究

明
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
対

策
を

と
る

と
の

こ
と

で
あ

り
、

次
年

度
に

期
待

し
た

い
。

【
2
2
年

度
評

価
】

●
看

護
学

科
卒

業
者

の
附

属
病

院
就

職
率

が
4
7
％

か
ら

2
9
％

へ
大

幅
に

低
下

し
て

い
る

こ
と

は
遺

憾
で

あ
り

、
そ

の
原

因
の

解
明

と
今

後
の

対
応

へ
の

積
極

的
取

組
を

期
待

し
た

い
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◆
医

学
部

看
護

学
科

卒
業

生
の

附
属

２
病

院
へ

の
就

職
率

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

原
因

解
明

と
対

応
を

図
る

こ
と

。
ま

た
、

附
属

病
院

に
お

い
て

十
分

な
看

護
師

の
確

保
に

さ
ら

に
努

力
す

る
こ

と
。

【
終

了
時

の
検

討
】

◎
医

学
部

看
護

学
科

に
お

い
て

、
附

属
２

病
院

へ
の

就
職

率
を

前
年

度
の

2
9
％

か
ら

4
4
％

に
改

善
し

た
こ

と
を

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

　
全
体
と
し
て
は
概
ね
順
調
に
実
施
し
た
と
評
価
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
生
命
医
科
学
分
野
の
再
編
や
看
護
学
科

卒
業
生
の
附
属
２
病
院
へ
の
就
職
率
向
上
な
ど
、
課
題
と
な
っ

た
点
に
つ
い
て
は
、
第
２
期
中
期
計
画
に
お
い
て
達
成
を
目
指

す
。

委
員

評
価

欄

・
実

践
的

な
教

養
教

育
の

実
現

を
目

指
し

、
理

学
・
商

学
・
国

際
文

化
学

の
３

学
部

を
国

際
総

合
科

学
部

に
統

合
し

た
。

ま
た

、
大

学
院

に
お

い
て

も
、

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
、

研
究

科
の

再
編

を
進

め
、

領
域

横
断

的
な

教
育

運
営

体
制

を
整

え
た

。

・
社

会
的

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
、

医
学

部
に

お
い

て
、

医
学

科
3
0
人

、
看

護
学

科
1
0
人

の
入

学
定

員
増

を
実

施
し

、
医

学
科

に
お

い
て

は
少

人
数

教
育

の
充

実
等

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
医

学
研

究
科

に
お

い
て

、
看

護
学

専
攻

を
設

置
し

た
。

・
医

師
国

家
試

験
の

合
格

率
が

後
半

の
３

年
間

で
毎

年
低

下
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

教
育

水
準

の
維

持
・
向

上
を

さ
ら

に
進

め
る

こ
と

。
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２
　

教
育

内
容

等
に

関
す

る
目

標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
　

Ｂ
】

【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
研

究
院

に
つ

い
て

そ
の

目
的

や
役

割
を

見
直

し
2
3
年

度
か

ら
学

術
院

と
し

て
再

ス
タ

ー
ト

す
る

こ
と

に
な

っ
た

が
、

新
組

織
が

実
質

的
に

機
能

す
る

た
め

に
は

そ
の

理
念

・
方

向
性

が
大

学
の

構
成

員
に

周
知

徹
底

さ
れ

る
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

。
特

に
年

度
計

画
で

定
め

た
｢学

部
・
大

学
院

横
断

的
な

教
育

体
制

の
確

立
、

コ
ー

ス
再

編
等

に
よ

る
学

部
教

育
の

改
善

に
取

り
組

む
｣と

い
う

教
育

面
で

の
こ

の
組

織
の

役
割

に
つ

い
て

の
共

通
理

解
が

徹
底

さ
れ

る
よ

う
努

め
ら

れ
た

い
。

【
2
2
年

度
評

価
】

◎
国

際
総

合
科

学
部

の
コ

ー
ス

再
編

に
関

連
し

た
と

は
い

え
、

こ
れ

ま
で

懸
案

と
な

っ
て

き
た

G
P

A
制

度
を

第
１

期
期

間
中

に
導

入
で

き
ず

、
平

成
2
4
年

度
に

先
送

り
さ

れ
た

こ
と

は
残

念
で

あ
り

、
着

実
な

導
入

を
期

待
し

た
い

。
【
2
2
年

度
評

価
】

３
 学

生
の

支
援

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ａ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ａ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ａ

】
【
委

員
評

価
：

Ａ
】

◎
優

秀
な

学
生

確
保

の
た

め
に

は
、

直
接

の
入

試
体

制
は

も
と

よ
り

教
育

内
容

の
充

実
、

魅
力

あ
る

キ
ャ

ン
パ

ス
整

備
、

各
種

学
生

支
援

体
制

の
充

実
、

広
報

活
動

の
焦

点
化

な
ど

の
大

学
の

総
力

を
挙

げ
た

総
合

的
な

取
組

が
必

要
で

あ
り

、
入

試
全

体
に

つ
い

て
の

戦
略

的
推

進
体

制
を

強
化

さ
れ

た
い

。
【
2
1
年

度
評

価
】

◎
キ

ャ
ン

パ
ス

ア
メ

ニ
テ

ィ
向

上
の

た
め

、
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

等
の

要
望

を
踏

ま
え

た
学

生
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
の

整
備

や
ト

イ
レ

改
修

、
ＩＴ

環
境

の
改

善
を

行
う

な
ど

、
施

設
整

備
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
横

浜
市

が
行

う
耐

震
補

強
を

含
む

八
景

キ
ャ

ン
パ

ス
の

再
整

備
構

想
の

策
定

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

そ
の

策
定

を
完

了
さ

せ
、

実
現

に
向

け
大

き
く
前

進
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◆
在

学
の

全
期

間
・
全

活
動

に
わ

た
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
充

実
し

、
学

生
の

的
確

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

よ
り

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

。
【
終

了
時

の
検

討
】

◆
教

育
内

容
の

根
幹

と
な

る
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
の

総
合

的
な

整
備

・
改

善
を

さ
ら

に
進

め
る

こ
と

。
【
終

了
時

の
検

討
】

◎
学

生
向

け
の

ポ
ー

タ
ル

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
学

生
が

さ
ま

ざ
ま

な
機

能
を

利
用

し
う

る
よ

う
に

な
る

と
と

も
に

、
進

路
情

報
に

留
ま

ら
ず

入
学

か
ら

卒
業

ま
で

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

有
効

な
デ

ー
タ

の
蓄

積
を

可
能

と
す

る
よ

う
に

し
た

こ
と

は
学

生
生

活
支

援
の

た
め

に
極

め
て

有
益

で
あ

り
、

高
く
評

価
す

る
。

今
後

、
fa

c
e
 t

o
 f
ac

e
の

支
援

も
併

せ
て

強
化

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

◎
 学

生
の

生
活

実
態

に
即

し
、

一
般

学
生

に
つ

い
て

一
定

の
経

済
困

窮
度

に
よ

っ
て

授
業

料
の

全
額

・
半

額
免

除
を

判
定

す
る

新
制

度
を

導
入

し
た

こ
と

は
適

切
な

措
置

で
あ

り
、

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

◎
卒

業
生

の
就

職
決

定
者

率
が

9
3
.5

％
と

昨
今

の
景

気
状

況
の

も
と

で
は

か
な

り
高

い
水

準
を

示
し

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
他

方
、

留
年

者
の

数
も

相
当

数
あ

る
こ

と
か

ら
、

就
職

を
希

望
し

つ
つ

も
あ

え
て

留
年

し
た

ケ
ー

ス
も

想
定

さ
れ

る
こ

と
、

ま
た

就
職

先
の

内
容

が
希

望
と

合
致

し
て

い
た

か
な

ど
、

内
容

を
分

析
し

実
質

的
な

評
価

を
行

い
、

今
後

の
就

職
支

援
に

活
か

す
こ

と
を

期
待

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

◎
大

学
と

学
生

自
治

団
体

と
の

定
期

的
な

情
報

交
換

会
を

開
始

し
た

こ
と

は
、

大
学

構
成

員
と

し
て

の
学

生
の

位
置

づ
け

を
踏

ま
え

つ
つ

そ
の

意
向

の
的

確
な

把
握

を
積

極
的

に
進

め
よ

う
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

評
価

す
る

と
と

も
に

、
成

果
を

期
待

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

「
学

生
中

心
」

と
い

う
大

学
の

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
可

能
な

限
り

学
生

の
声

を
大

学
運

営
に

反
映

さ
せ

る
よ

う
努

め
な

が
ら

、
学

習
環

境
の

充
実

や
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
、

経
済

的
支

援
等

の
学

生
支

援
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

可
能

な
限
り
学
生
の
声
を
大
学
運
営
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
た
。

学
習

環
境

の
充

実
と

し
て

は
、

学
生

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

向
け

た
取

組
の

ほ
か

、
学

生
の

自
主

的
学

習
や

親
睦

等
に

自
由

に
活

用
す

る
こ

と
の

で
き

る
交

流
ス

ペ
ー

ス
の

拡
充

や
Ｉ

Ｔ
環

境
の

整
備

、
老

朽
化

し
た

施
設

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
改

修
・

整
備

等
に
取
り
組
ん
だ
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

に
お

い
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
を

設
置

し
、

随
時

学
生

か
ら

の
相

談
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
就

職
関

連
の

セ
ミ

ナ
ー

の
充

実
、

内
定

者
、

卒
業

生
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

制
度

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

等
、

入
学

後
か

ら
卒

業
ま

で
の

期
間

を
通
じ
た
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た

、
学

生
の

相
談

機
能

と
し

て
、

教
員

と
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
て

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

に
取

り
組

ん
だ

ほ
か

、
経

済
的

困
窮

度
の

高
い

学
生

へ
経

済
的

支
援

策
と

し
て

授
業

料
の

減
免

制
度

の
改

善
や

、
市

大
へ

の
寄

附
金

を
財

源
と

し
た

独
自
の
奨
学
金
制
度
の
設
立
等
に
取
り
組
ん
だ
。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
＋

…
そ

の
他

（
市

会
附

帯
意

見
等

）
）

特
筆

す
べ

き
事

項

特
筆

す
べ

き
事

項

　
概
ね
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
内
容
を
達
成
し
た
と
い
え
る
。

　
研
究
院
は
計
画
で
謳
っ
た
よ
う
に
は
機
能
し
な
か
っ
た
が

、
第
2
期
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
研
究
院
の
仕
組
み
に
実
効
性
を
持
た

せ
た
学
術
院
を
設
置
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
G
P
A
に
つ
い
て
は
、
活
用
方
法
、
対
象
学
年
、
提
要
基
準
等
の

方
針
を
決
定
し
た
。
G
P
A
本
格
稼
動
は
国
際
総
合
科
学
部
の
コ
ー

ス
の
再
編
に
合
わ
せ
、
平
成
2
3
年
度
に
I
T
シ
ス
テ
ム
の
一
部

改
修
を
行
い
、
平
成
2
4
年
度
入
学
生
か
ら
運
用
す
る
。

・
国

際
総

合
科

学
部

、
医

学
部

の
枠

を
超

え
て

全
学

生
が

「
幅

広
い

教
養

と
高

い
専

門
性

能
力

、
豊

か
な

人
間

性
・

倫
理

観
」
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
「
共

通
教

養
」
教

育
体

制
を

整
備

し
た

。
特

に
語

学
教

育
に

お
い

て
、

英
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

目
指

す
、

プ
ラ

ク
テ

ィ
カ

ル
・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

の
充

実
に

努
め

た
。

・
成

績
評

価
の

客
観

化
と

評
価

結
果

の
教

育
面

で
の

多
様

な
活

用
を

目
的

に
導

入
を

目
指

し
つ

つ
、

本
格

導
入

に
至

ら
な

か
っ

た
グ

レ
ー

ド
・
ポ

イ
ン

ト
・
ア

ベ
レ

ー
ジ

（
G

P
A

）
に

よ
る

成
績

評
価

制
度

を
早

期
に

実
現

す
る

こ
と

。

・
第

１
期

で
は

、
「
研

究
院

」
が

そ
の

機
能

を
十

分
発

揮
さ

せ
ら

れ
ず

、
第

2
期

で
は

「
学

術
院

」
へ

と
そ

の
組

織
活

動
体

制
を

見
直

す
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

そ
の

機
を

捉
え

、
学

部
研

究
科

横
断

の
総

合
的

教
育

研
究

推
進

体
制

と
し

て
の

機
能

の
確

保
、

充
実

を
図

る
こ

と
。

委
員

評
価

欄

委
員

評
価

欄

・
「
学

生
中

心
」
と

い
う

基
本

方
針

に
も

と
づ

き
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

や
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
構

築
な

ど
を

通
じ

て
学

生
の

声
を

大
学

運
営

に
適

切
に

反
映

さ
せ

る
取

組
を

重
ね

、
キ

ャ
ン

パ
ス

ア
メ

ニ
テ

ィ
の

向
上

、
授

業
料

減
免

制
度

の
改

善
な

ど
に

つ
な

げ
た

。

・
在

学
全

期
間

に
わ

た
る

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

さ
ら

に
充

実
し

、
就

職
支

援
に

と
ど

ま
ら

な
い

学
生

の
的

確
な

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
、

よ
り

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

。
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４
 研

究
に

関
す

る
目

標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｃ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

○
研

究
戦

略
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
を

活
用

し
、

学
際

的
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
の

構
築

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

外
部

研
究

費
の

積
極

的
獲

得
に

努
め

た
。

ま
た

、
各

種
の

手
法

を
用

い
て

研
究

成
果

に
関

す
る

積
極

的
情

報
公

開
に

努
め

て
い

る
。

2
1
年

度
の

外
部

研
究

費
獲

得
総

額
は

、
初

め
て

3
0
億

円
超

と
過

去
最

高
を

記
録

し
た

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
【
中

間
評

価
】

○
 先

端
医

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

、
横

浜
市

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

、
生

活
習

慣
病

、
が

ん
な

ど
の

原
因

究
明

、
最

先
端

の
治

療
法

・
創

薬
な

ど
臨

床
応

用
に

つ
な

が
る

開
発

型
医

療
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

1
1

件
の

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

て
い

る
。

先
端

医
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

と
す

る
研

究
が

文
部

科
学

省
科

学
技

術
振

興
調

整
費

の
課

題
に

採
択

さ
れ

た
こ

と
は

、
こ

れ
ま

で
の

外
部

研
究

資
金

獲
得

の
流

れ
の

中
で

も
画

期
的

な
こ

と
で

あ
り

、
評

価
で

き
る

。
【
中

間
評

価
】

◎
先

端
医

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

す
る

科
学

技
術

振
興

調
整

費
に

つ
い

て
再

審
査

の
結

果
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

事
業

継
続

が
決

定
し

、
補

助
金

が
増

額
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

こ
と

は
高

く
評

価
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成

2
0
年

に
文

部
科

学
省

科
学

技
術

振
興

調
整

費
に

採
択

さ
れ

た
、

「
翻

訳
後

修
飾

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
医

療
研

究
拠

点
の

形
成

」
に

対
す

る
再

審
査

が
3
年

目
で

あ
る

平
成

2
2
年

度
に

行
わ

れ
、

教
員

・
職

員
・

協
働

企
業

が
一

体
と

な
っ

て
研

究
成

果
の

創
出

や
産

業
へ

の
還

元
を

推
進

し
た

結
果

、
再

審
査

を
通

過
、

平
成

2
3
年

度
か

ら
7
年

間
に

わ
た

り
年

間
6
.
4
億

円
の

補
助

金
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

・
先

端
医

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
医

系
・
理

系
の

連
携

に
よ

り
臨

床
応

用
に

つ
な

が
る

先
端

的
医

療
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

同
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
国

の
大

型
研

究
費

で
あ

る
科

学
技

術
振

興
調

整
費

（
平

成
2
0
～

2
9

年
度

の
1
0
年

間
総

額
約

5
0
億

円
）
な

ど
を

獲
得

し
た

。

・
大

学
院

研
究

科
の

あ
り

方
や

先
端

医
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

含
め

、
大

学
全

体
と

し
て

、
特

に
医

療
へ

の
貢

献
を

意
識

し
た

生
命

医
科

学
分

野
の

教
育

研
究

を
総

合
的

に
推

進
し

、
国

際
的

な
競

争
力

を
強

化
し

て
い

く
た

め
の

具
体

的
取

組
を

進
め

る
こ

と
。

委
員

評
価

欄
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第
４

　
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標

　
【
中

間
評

価
：
や

や
遅

れ
て

い
る

　
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ａ

】
【
自

己
評

価
：
Ａ

】
【
委

員
評

価
：

Ａ
】

○
地

域
医

療
の

充
実

・
向

上
に

貢
献

す
る

た
め

、
地

域
医

療
連

携
の

窓
口

と
し

て
新

た
に

総
合

相
談

室
を

開
設

す
る

な
ど

、
診

療
を

通
じ

て
市

民
医

療
の

向
上

に
積

極
的

に
貢

献
し

て
い

る
。

ま
た

、
医

療
分

野
の

市
民

向
け

講
座

を
開

設
す

る
な

ど
診

療
に

止
ま

る
こ

と
な

く
精

力
的

な
取

組
を

進
め

て
い

る
。

【
中

間
評

価
】

○
研

究
成

果
や

知
的

財
産

の
産

業
界

へ
の

還
元

を
目

指
し

、
法

人
化

前
か

ら
包

括
的

基
本

協
定

を
締

結
し

て
い

る
（
株

）
IH

I、
蛋

白
質

構
造

解
析

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
と

共
同

研
究

な
ど

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

1
7
年

度
に

は
独

立
行

政
法

人
理

化
学

研
究

所
及

び
国

立
大

学
法

人
横

浜
国

立
大

学
、

1
8
年

度
に

は
（
株

）
横

浜
銀

行
、

1
9
年

度
に

は
独

立
行

政
法

人
放

射
線

医
学

総
合

研
究

所
及

び
国

際
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
小

麦
改

良
セ

ン
タ

ー
な

ど
と

新
た

に
包

括
的

基
本

協
定

を
締

結
し

た
。

【
中

間
評

価
】

◎
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
講

座
に

つ
い

て
、

昨
年

度
の

指
摘

を
踏

ま
え

、
経

費
の

削
減

に
も

努
め

つ
つ

、
市

大
講

師
に

よ
る

講
座

数
の

大
幅

増
な

ど
そ

の
充

実
に

努
め

て
い

る
。

エ
ク

ス
テ

ン
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
八

景
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
の

移
転

に
伴

う
参

加
者

数
へ

の
影

響
も

様
々

な
工

夫
に

よ
り

最
小

限
に

と
ど

め
、

運
営

の
効

率
を

一
段

と
改

善
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
市

民
対

象
の

エ
ク

ス
テ

ン
シ

ョ
ン

講
座

を
始

め
と

す
る

市
民

講
座

で
開

催
回

数
、

受
講

人
数

と
も

飛
躍

的
に

増
加

し
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

特
に

、
開

催
地

域
を

キ
ャ

ン
パ

ス
に

と
ど

ま
ら

ず
市

内
公

共
施

設
の

活
用

や
市

、
区

役
所

と
の

連
携

に
よ

り
参

加
し

や
す

く
な

っ
た

こ
と

を
高

く
評

価
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

◎
地

域
貢

献
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
取

組
を

行
っ

た
結

果
、

日
経

グ
ロ

ー
カ

ル
に

よ
る

大
学

の
地

域
貢

献
度

ラ
ン

キ
ン

グ
が

大
幅

に
上

昇
し

た
の

は
評

価
で

き
る

。
引

き
続

き
こ

の
結

果
を

維
持

で
き

る
よ

う
努

力
さ

れ
た

い
。

【
2
1
年

度
評

価
・
2
2
年

度
評

価
】

◎
横

浜
市

が
設

立
す

る
大

学
に

ふ
さ

わ
し

く
、

市
の

各
種

審
議

会
等

へ
の

参
加

を
は

じ
め

、
地

域
貢

献
セ

ン
タ

ー
の

都
市

政

　
横
浜
市
民
に
支
え
ら
れ
た
大
学
と
し
て
、
積
極
的
な
地
域
貢

献
を
推
進
し
て
き
た
。

　
平
成
２
１
年
度
に
は
本
学
の
地
域
貢
献
活
動
を
支
え
る
「
地

域
貢
献
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
都
市
政
策
へ
の
提
言
や
、
本

学
の
教
員
に
よ
る
生
涯
学
習
講
座
の
充
実
を
図
っ
た
ほ
か
、
産

業
界
等
と
の
連
携
に
よ
る
大
型
研
究
費
の
獲
得
と
い
っ
た
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

　
医
療
分
野
で
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
は
、
地
域
医
療
貢
献

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
医
局
運
営
の
透
明
性
を
担
保
し
つ
つ

医
師
派
遣
を
実
施
し
た
。
入
局
者
は
毎
年
2
0
0
名
前
後
と
全
国

有
数
の
規
模
を
誇
り
、
各
局
室
で
専
門
性
の
高
い
良
質
な
医
療
人

を
と
な
る
べ
く
研
鑽
・
育
成
が
な
さ
れ
、
地
域
の
医
療
機
関
へ

の
派
遣
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
本
学
の
地
域
貢
献
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
済
新
聞
社

の
「
大
学
の
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国
2
位
を
獲
得

す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

委
員

評
価

欄

・
平

成
2
1
年

４
月

に
地

域
貢

献
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

都
市

政
策

部
門

、
生

涯
学

習
部

門
の

２
分

野
を

設
け

、
組

織
的

か
つ

積
極

的
な

地
域

貢
献

活
動

を
進

め
た

。

・
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
講

座
や

市
民

医
療

講
座

等
、

生
涯

学
習

講
座

の
延

べ
受

講
者

数
が

平
成

1
7
年

度
の

1
1
,1

4
9

人
か

ら
平

成
2
2
年

度
の

1
6
,5

2
7
人

へ
と

大
幅

に
増

加
し

た
。

・
地

域
貢

献
に

つ
い

て
、

教
育

研
究

や
医

療
を

は
じ

め
と

す
る

法
人

の
全

活
動

に
共

通
し

た
目

標
と

し
て

、
全

教
職

員
が

一
丸

と
な

っ
て

さ
ら

に
そ

の
推

進
に

取
り

組
む

こ
と

。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項
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第
５

　
 国

際
化

に
関

す
る

目
標

　
【
中

間
評

価
：
や

や
遅

れ
て

い
る

　
2
0
年

度
評

価
：
Ｃ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
法

人
全

体
の

国
際

化
戦

略
で

あ
る

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

ビ
ジ

ョ
ン

と
４

つ
の

戦
略

課
題

が
明

示
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
立

ち
上

げ
を

進
め

る
な

ど
、

明
確

な
方

向
性

の
も

と
に

具
体

化
を

進
め

て
い

る
こ

と
は

高
く
評

価
で

き
る

。
【
2
1
年

度
評

価
】

◎
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

第
1
回

総
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
世

界
銀

行
と

包
括

的
協

定
を

締
結

し
、

ま
た

A
P

E
C

横
浜

開
催

に
お

い
て

も
一

定
の

役
割

を
果

た
し

成
果

を
上

げ
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

◆
国

際
化

に
関

す
る

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

課
題

は
極

め
て

多
岐

に
わ

た
っ

て
お

り
、

今
後

戦
略

課
題

の
絞

り
込

み
や

推
進

体
制

に
つ

い
て

の
更

な
る

工
夫

を
検

討
す

る
こ

と
。

ま
た

、
横

浜
市

政
策

と
連

携
し

た
多

文
化

共
生

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

学
位

の
質

の
向

上
を

図
り

つ
つ

、
留

学
生

・
海

外
派

遣
学

生
数

の
増

加
に

努
め

る
こ

と
。

【
終

了
時

の
検

討
】

○
海

外
の

大
学

に
お

け
る

学
習

の
単

位
認

定
に

つ
い

て
、

協
定

に
基

づ
く
単

位
認

定
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
協

定
校

以
外

の
大

学
で

の
学

習
の

適
切

な
評

価
等

、
積

極
的

に
留

学
し

や
す

い
制

度
を

整
備

す
る

こ
と

。
【
中

間
評

価
】

○
海

外
大

学
や

研
究

機
関

と
の

協
定

締
結

に
つ

い
て

は
、

2
2
年

度
ま

で
に

2
0
機

関
と

締
結

す
る

と
い

う
計

画
を

策
定

し
、

1
9

年
度

ま
で

に
1
7
機

関
と

覚
書

や
協

定
を

締
結

し
た

。
【
中

間
評

価
】

◎
ア

メ
リ

カ
へ

の
セ

メ
ス

タ
ー

単
位

の
留

学
に

関
し

J
S
A

F
と

連
携

協
定

を
締

結
し

た
こ

と
は

、
海

外
留

学
促

進
の

有
力

な
条

件
整

備
の

ひ
と

つ
と

し
て

評
価

で
き

る
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
留

学
生

受
入

体
制

の
整

備
に

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

る
が

、
受

入
数

は
前

年
度

よ
り

は
若

干
改

善
し

た
も

の
の

、
な

お
低

迷
し

て
い

る
と

言
わ

ざ
る

を
え

な
い

こ
と

は
残

念
で

あ
り

、
受

入
数

増
加

に
向

け
て

さ
ら

な
る

努
力

を
期

待
し

た
い

。
【
2
2
年

度
評

価
】

◎
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

に
基

づ
き

、
前

年
以

前
に

比
べ

、
海

外
の

協
定

締
結

大
学

等
派

遣
学

生
数

の
増

加
、

海
外

大
学

で
受

講
し

た
授

業
の

単
位

認
定

科
目

数
の

増
加

、
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
な

ど
の

取
組

が
進

め
ら

れ
た

こ
と

は
評

価
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

○
外

国
人

教
員

の
採

用
や

英
語

に
よ

る
授

業
の

導
入

等
の

取
組

を
充

実
さ

せ
、

学
生

が
英

語
を

作
業

言
語

と
し

て
使

い
こ

な
せ

る
能

力
を

さ
ら

に
高

め
ら

れ
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

ま
た

、
就

学
環

境
の

整
備

を
は

じ
め

留
学

生
受

入
数

の
計

画
的

増
大

に
向

け
て

の
環

境
整

備
に

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

。
【
中

間
評

価
】

○
協

定
校

へ
の

語
学

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

増
設

や
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

創
設

等
に

よ
る

学
生

の
留

学
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
サ

マ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
講

等
に

よ
る

留
学

生
受

入
を

実
施

し
た

。
【
中

間
評

価
】

◎
正

規
の

留
学

の
推

進
、

そ
の

た
め

の
経

済
支

援
の

強
化

、
海

外
大

学
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

な
ど

、
第

２
期

中
期

計
画

の
中

で
こ

れ
ら

の
一

段
の

取
組

推
進

を
期

待
し

た
い

。
【
2
2
年

度
評

価
】

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

　
発
展
す
る
国
際
都
市
・
横
浜
に
あ
る
大
学
と
し
て
、
国
際
的

な
貢
献
を
目
指
す
中
、
法
人
化
と
同
時
に
国
際
交
流
の
総
合
調

整
を
行
う
国
際
推
進
化
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
国
際
化
に
取
り

組
ん
だ
。
平
成
2
1
年
度
に
は
本
学
横
浜
市
大
の
国
際
化
の
方
向

性
を
示
す
「
国
際
化
に
関
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
」
を
策
定
し
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
を
図
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
2
1
年
に
開
催
さ
れ
た
横
浜
市
が
会
長
都
市
を

務
め
る
国
際
機
関
C
I
T
Y
N
E
T
横
浜
大
会
へ
の
参
画
を
契
機
と

し
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
立
ち
上
げ
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
都
市
と
大
学
と
の
交
流
を
拡
充
す
る
な
ど
、
国
際
的
な

活
動
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ
た
。

委
員

評
価

欄

・
国

際
化

推
進

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
平

成
2
1
年

度
に

国
際

化
戦

略
「
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

」
を

策
定

し
、

国
際

化
の

ビ
ジ

ョ
ン

と
戦

略
課

題
を

明
示

す
る

と
と

も
に

、
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
た

大
学

や
国

際
機

関
と

の
間

で
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
立

ち
上

げ
る

な
ど

、
そ

の
具

体
化

に
着

手
し

た
。

・
海

外
の

協
定

締
結

大
学

へ
の

派
遣

学
生

数
や

海
外

大
学

で
受

講
し

た
授

業
の

単
位

認
定

数
の

増
加

、
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
な

ど
の

取
組

が
進

め
ら

れ
た

。

・
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

課
題

は
極

め
て

多
岐

に
わ

た
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

そ
の

絞
込

み
や

推
進

方
法

等
に

つ
い

て
さ

ら
に

工
夫

す
る

こ
と

。

・
学

位
の

質
の

確
保

に
留

意
し

つ
つ

、
留

学
生

・
海

外
派

遣
学

生
の

計
画

的
増

加
に

向
け

て
の

環
境

整
備

を
さ

ら
に

積
極

的
に

推
進

す
る

こ
と

。

・
外

国
人

教
員

の
採

用
や

英
語

に
よ

る
授

業
の

導
入

等
の

取
組

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

、
学

生
が

英
語

を
作

業
言

語
と

し
て

使
い

こ
な

せ
る

能
力

を
さ

ら
に

高
め

ら
れ

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
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第
６

　
 附

属
病

院
に

関
す

る
目

標

【
中

間
評

価
：
極

め
て

順
調

　
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

　
１

　
安

全
な

医
療

の
提

供
に

関
す

る
目

標

【
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

○
附

属
２

病
院

と
も

に
、

安
心

・
安

全
な

医
療

文
化

の
確

立
に

精
力

的
に

取
り

組
み

な
が

ら
も

、
運

営
交

付
金

が
計

画
的

に
削

減
さ

れ
、

ま
た

診
療

報
酬

が
マ

イ
ナ

ス
改

定
さ

れ
て

い
く
中

で
、

医
業

収
入

の
増

加
と

経
営

の
効

率
化

を
実

施
し

、
健

全
な

経
営

を
進

め
て

い
る

。
【
中

間
評

価
】

◎
一

括
公

表
の

対
象

と
な

る
医

療
事

故
が

過
去

5
年

で
最

多
の

7
件

発
生

し
た

こ
と

は
残

念
で

あ
り

、
事

例
お

よ
び

発
生

に
至

っ
た

背
景

等
を

良
く
分

析
し

、
よ

り
安

全
、

安
心

な
医

療
の

実
現

に
向

け
て

、
さ

ら
な

る
努

力
を

期
待

し
た

い
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
新

た
に

イ
ン

シ
デ

ン
ト

に
関

わ
る

R
C

A
分

析
の

実
施

（
附

属
病

院
）
、

コ
ン

フ
リ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

（
セ

ン
タ

ー
病

院
）
の

実
施

な
ど

の
各

種
の

取
組

が
積

極
的

に
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
評

価
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

2
1
年

年
度

の
一

括
公

表
の

対
象

と
な

る
医

療
事

故
が

7
件

と
、

過
去

5
年

で
最

多
と

な
っ

た
も

の
の

、
2
2
年

度
は

1
件

に
減

少
し

て
い

る
。

ま
た

、
即

時
公

表
の

対
象

と
な

る
医

療
事

故
に

つ
い

て
は

、
法

人
化

以
前

の
6
年

間
で

7
件

あ
っ

た
の

に
対

し
、

計
画

期
間
中
は
6
年
間
で
１
件
（
平
成
2
0
年
度
）
の
み
と
な
っ
た
。

　
２

　
健

全
な

病
院

経
営

の
確

立
に

関
す

る
目

標
　

【
2
0
年

度
評

価
：
Ａ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◆
医

学
部

看
護

学
科

卒
業

生
の

附
属

２
病

院
へ

の
就

職
率

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

原
因

解
明

と
対

応
を

図
る

こ
と

。
ま

た
、

附
属

病
院

に
お

い
て

十
分

な
看

護
師

の
確

保
に

さ
ら

に
努

力
す

る
こ

と
。

【
終

了
時

の
検

討
】
（
再

掲
）

◎
医

学
部

看
護

学
科

に
お

い
て

、
附

属
２

病
院

へ
の

就
職

率
を

前
年

度
の

2
9
％

か
ら

4
4
％

に
改

善
し

た
こ

と
を

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】
（
再

掲
）

◎
入

院
・
外

来
の

患
者

数
・
診

療
単

価
の

増
加

、
人

件
費

比
率

の
年

度
計

画
達

成
な

ど
に

よ
り

、
医

業
収

益
が

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
増

収
と

な
り

、
診

療
報

酬
の

改
定

に
よ

る
外

的
要

因
の

影
響

も
少

な
く
な

い
が

、
健

全
な

病
院

経
営

に
大

き
く
寄

与
し

た
こ

と
は

評
価

す
る

。
今

後
、

よ
り

詳
細

な
分

析
に

よ
り

評
価

し
、

今
後

の
病

院
経

営
に

活
用

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

【
2
2

年
度

評
価

】

◎
附

属
２

病
院

の
病

床
利

用
率

及
び

医
薬

材
料

費
比

率
は

、
一

部
で

年
度

計
画

を
達

成
し

た
も

の
の

、
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

の
は

残
念

で
あ

り
、

後
発

医
薬

品
の

利
用

促
進

、
価

格
交

渉
の

強
化

、
在

庫
の

適
正

化
な

ど
一

段
の

努
力

を
期

待
し

た
い

。
【
2
2
年

度
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

全
国

的
に

不
足

が
叫

ば
れ

る
看

護
師

に
つ

い
て

は
、

附
属

病
院

に
お

い
て

十
分

な
体

制
を

維
持

す
る

の
に

必
要

な
看

護
師

の
確

保
が

で
き

な
い

状
況

が
一

時
的

に
発

生
し

た
が

、
看

護
師

確
保

対
策

専
門

の
担

当
課

長
を

配
置

す
る

な
ど

し
て

積
極

的
な

広
報

活
動

と
採

用
活

動
の

ほ
か

、
継

続
的

に
内

定
者

の
辞

退
防

止
と
定
着
に
取
り
組
ん
だ
。

　
３

　
 患

者
本

位
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
と

地
域

医
療

へ
の

貢
献

に
関

す
る

目
標

【
2
0
年

度
評

価
：
B

　
2
1
年

度
評

価
：
B

　
2
2
年

度
評

価
：
Ａ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ａ
】

◎
地

域
医

療
の

連
携

強
化

・
市

民
医

療
の

充
実

が
図

ら
れ

、
紹

介
率

・
逆

紹
介

率
が

大
幅

に
向

上
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
0
年

度
評

価
】

◎
外

来
患

者
の

待
ち

時
間

短
縮

に
向

け
た

様
々

な
取

組
を

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

・
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
の

た
め

の
総

合
相

談
窓

口
の

設
置

、
診

療
・
会

計
待

ち
時

間
の

短
縮

を
進

め
る

な
ど

、
患

者
満

足
度

の
向

上
に

努
め

た
。

・
地

域
医

療
機

関
と

の
連

携
の

強
化

や
役

割
分

担
の

明
確

化
を

進
め

、
紹

介
率

、
逆

紹
介

率
と

も
中

期
計

画
を

上
回

る
成

果
を

あ
げ

た
。

ま
た

、
地

域
医

療
貢

献
推

進
委

員
会

を
設

置
し

、
医

師
の

派
遣

を
進

め
る

な
ど

、
地

域
医

療
の

向
上

に
大

き
く
貢

献
し

た
。

・
医

療
安

全
研

修
会

の
開

催
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

報
告

シ
ス

テ
ム

導
入

な
ど

、
医

療
安

全
文

化
の

醸
成

、
安

全
管

理
環

境
の

整
備

に
努

め
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

へ
の

対
応

を
含

め
リ

ス
ク

の
事

前
予

知
・
回

避
シ

ス
テ

ム
の

充
実

へ
の

各
種

取
組

が
着

実
に

重
ね

ら
れ

た
。

委
員

評
価

欄

・
診

療
報

酬
改

定
も

あ
っ

た
も

の
の

、
患

者
数

の
増

加
、

医
療

単
価

の
向

上
に

努
め

、
計

画
に

対
し

て
大

幅
な

増
収

を
図

っ
た

。
ま

た
、

人
件

費
比

率
は

中
期

計
画

に
定

め
た

目
標

を
達

成
し

た
。

・
医

療
の

質
の

維
持

に
配

慮
し

つ
つ

、
後

発
医

薬
品

の
利

用
促

進
、

一
部

医
薬

品
の

共
同

購
入

、
価

格
交

渉
の

強
化

な
ど

の
取

組
を

推
進

し
、

医
薬

材
料

費
比

率
の

目
標

達
成

を
図

る
こ

と
。

・
医

薬
品

等
の

使
用

量
や

在
庫

を
的

確
に

把
握

し
、

適
正

な
管

理
を

行
う

な
ど

、
内

部
統

制
を

よ
り

強
化

す
る

こ
と

。
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４

　
 高

度
・
先

進
医

療
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
B

　
2
1
年

度
評

価
：
A

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

　
】

【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
「
先

進
医

療
」
の

推
進

の
た

め
、

2
1
年

度
中

に
新

た
に

厚
生

労
働

省
に

9
件

の
申

請
を

行
い

、
う

ち
7
件

が
承

認
さ

れ
る

な
ど

、
着

実
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
1
年

度
評

価
】

○
◎

附
属

２
病

院
の

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
を

生
か

し
、

附
属

病
院

で
は

「
ア

ス
ベ

ス
ト

外
来

」
「
前

立
腺

ユ
ニ

ッ
ト

外
来

」
「
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

医
療

推
進

外
来

」
「
禁

煙
外

来
」
「
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

接
種

外
来

」
子

宮
頸

が
ん

予
防

外
来

」
、

セ
ン

タ
ー

病
院

で
は

「
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

」
「
物

忘
れ

外
来

」
な

ど
専

門
外

来
を

開
設

す
る

と
と

も
に

、
附

属
病

院
は

臨
床

腫
瘍

科
の

新
設

、
セ

ン
タ

ー
病

院
は

病
床

と
診

療
科

の
再

編
等

を
実

施
し

た
。

【
中

間
評

価
・
2
1
年

度
評

価
】

○
附

属
病

院
の

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」
の

指
定

、
セ

ン
タ

ー
病

院
の

「
地

域
医

療
支

援
病

院
」
の

承
認

、
「
総

合
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

」
の

指
定

な
ど

、
附

属
２

病
院

に
お

け
る

特
性

や
位

置
付

け
が

明
確

に
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

【
中

間
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

　
５

　
良

質
な

医
療

人
の

育
成

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
「
市

大
病

院
学

会
」
の

活
動

の
充

実
等

を
通

じ
、

地
域

に
お

け
る

各
種

医
療

従
事

者
の

研
修

、
関

連
情

報
の

提
供

、
関

連
医

療
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

な
ど

幅
広

い
分

野
で

地
域

貢
献

活
動

を
展

開
し

、
地

域
医

療
の

中
核

と
し

て
存

在
感

が
高

ま
っ

て
お

り
、

高
く
評

価
で

き
る

。
地

域
の

中
核

と
な

る
大

学
病

院
に

ふ
さ

わ
し

い
安

全
で

質
の

高
い

医
療

が
今

後
と

も
確

実
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
シ

ニ
ア

レ
ジ

デ
ン

ト
の

育
成

強
化

、
研

修
医

の
研

修
体

制
の

充
実

、
病

院
実

習
の

受
け

入
れ

体
制

の
強

化
な

ど
の

取
組

は
評

価
で

き
る

。
【
2
1
年

度
評

価
】

◎
非

常
勤

診
療

医
採

用
枠

の
創

設
（
附

属
病

院
）
、

夜
間

保
育

の
充

実
（
セ

ン
タ

ー
病

院
）
等

を
通

じ
て

特
に

女
性

医
師

の
支

援
の

充
実

に
努

め
て

い
る

こ
と

を
評

価
す

る
。

子
育

て
を

行
う

期
間

に
支

援
が

あ
れ

ば
、

生
涯

仕
事

を
続

け
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

と
の

認
識

を
持

ち
、

女
性

も
社

会
に

貢
献

で
き

る
よ

う
配

慮
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

ま
た

こ
れ

ら
の

取
組

は
医

師
不

足
対

策
に

も
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

充
実

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

◎
セ

ン
タ

ー
病

院
で

構
築

し
た

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
厚

生
労

働
大

臣
賞

を
受

賞
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
2
0
年

度
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

女
性

医
師

・
看

護
師

の
職

場
復

帰
支

援
策

と
し

て
は

、
院

内
保

育
所

の
充

実
や

、
医

師
へ

の
育

児
短

時
間

勤
務

制
度

及
び

非
常

勤
医

師
採

用
枠

に
よ

る
勤

務
制

度
の

充
実

な
ど

、
働

き
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
た
。

・
高

度
医

療
の

専
門

外
来

を
開

設
す

る
と

と
も

に
、

再
生

細
胞

治
療

室
を

開
設

す
る

な
ど

、
大

学
の

附
属

病
院

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

高
度

・
先

進
医

療
の

推
進

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。

・
附

属
病

院
の

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」
の

指
定

、
附

属
市

民
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
の

「
地

域
医

療
支

援
病

院
」
の

承
認

な
ど

附
属

２
病

院
の

特
性

や
位

置
づ

け
の

明
確

化
に

努
め

た
。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

・
地

域
の

医
療

人
（
医

師
、

看
護

師
、

医
療

技
術

職
、

事
務

職
等

）
が

知
識

や
情

報
を

共
有

す
る

場
と

し
て

、
研

修
会

等
を

「
市

大
病

院
学

会
」
と

位
置

づ
け

、
そ

の
活

動
の

充
実

等
を

通
じ

、
医

療
人

相
互

の
連

携
、

情
報

提
供

、
地

域
医

療
従

事
者

の
研

修
等

を
進

め
た

。

・
非

常
勤

診
療

医
採

用
枠

の
創

設
（
附

属
病

院
）
、

夜
間

保
育

の
充

実
（
附

属
市

民
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
）
等

、
女

性
医

療
ス

タ
ッ

フ
等

の
就

労
支

援
を

充
実

さ
せ

た
。委

員
評

価
欄
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第
７

　
法

人
の

経
営

に
関

す
る

目
標

【
中

間
評

価
：
順

調
と

は
言

え
な

い
　

2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｃ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

　
１

　
経

営
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
B

　
2
1
年

度
評

価
：
B

　
2
2
年

度
評

価
：
B

  
】

【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
大

口
寄

付
の

獲
得

を
含

め
外

部
か

ら
の

寄
付

金
が

前
年

度
実

績
を

大
幅

に
増

加
し

た
こ

と
、

ま
た

公
開

講
座

収
入

、
預

金
金

利
の

増
加

等
に

努
め

た
こ

と
は

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

附
属

2
病

院
の

経
営

の
効

率
化

や
大

学
の

学
費

改
定

、
外

部
研

究
費

等
の

拡
充

の
ほ

か
、

財
務

状
況

の
把

握
・

分
析

と
と

も
に

、
計

画
的

な
予

算
執

行
に

よ
る

節
減

に
よ

り
自

主
財

源
の

確
保
に
努
め
、
運
営
交
付
金
の
縮
減
を
計
画
通
り
達
成
し
た
。

　
２

　
 業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｃ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｃ

】
【
自

己
評

価
：
Ｃ

】
【
委

員
評

価
：

Ｃ
】

◎
内

部
監

査
に

つ
い

て
、

監
事

、
内

部
監

査
人

、
会

計
監

査
人

の
３

者
で

監
査

連
絡

調
整

会
議

を
開

催
し

、
情

報
の

共
有

等
、

協
力

体
制

を
構

築
し

た
こ

と
を

評
価

す
る

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

実
質

的
に

内
部

監
査

が
強

化
さ

れ
、

内
部

統
制

の
充

実
に

繋
が

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

◎
理

事
長

を
中

心
と

し
た

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
体

制
が

計
画

期
間

の
経

過
と

と
も

に
徐

々
に

機
能

し
、

様
々

な
戦

略
課

題
に

積
極

的
に

取
り

組
む

姿
勢

が
う

か
が

わ
れ

る
が

、
さ

ら
な

る
強

化
に

向
け

た
取

組
を

期
待

し
た

い
。

ま
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
問

題
に

つ
い

て
は

、
研

修
や

意
識

の
徹

底
も

重
要

だ
が

、
こ

れ
ま

で
の

不
祥

事
の

反
省

に
立

っ
て

構
築

し
た

制
度

・
体

制
の

改
善

及
び

さ
ら

な
る

組
織

的
な

対
応

、
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
特

に
医

局
に

つ
い

て
は

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
な

ど
の

問
題

の
み

で
は

な
く
、

公
立

大
学

法
人

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
問

題
と

し
て

捉
え

、
検

討
さ

れ
た

い
。

【
2
1
年

度
評

価
】

◎
今

年
度

発
生

し
た

不
祥

事
を

受
け

た
ガ

バ
ナ

ン
ス

機
能

の
強

化
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

第
２

期
中

期
計

画
に

お
い

て
個

別
に

項
目

を
立

て
て

対
応

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
で

も
あ

り
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
そ

の
実

現
に

向
け

た
積

極
的

な
取

組
が

進
め

ら
れ

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
【
2
2
年

度
評

価
（
全

体
評

価
）
】

◆
第

１
期

中
期

目
標

・
計

画
期

間
中

に
発

生
し

た
不

祥
事

の
反

省
に

立
っ

て
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
向

け
、

さ
ら

な
る

組
織

的
な

仕
組

み
づ

く
り

、
シ

ス
テ

ム
的

対
応

を
進

め
る

こ
と

。
【
終

了
時

の
検

討
】

◎
大

学
の

人
件

費
比

率
に

つ
い

て
算

出
方

法
に

課
題

が
あ

っ
た

と
は

い
え

、
数

値
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
残

念
で

あ
る

。
【
平

成
2
2
年

度
評

価
】

◆
年

度
当

初
の

明
確

な
見

通
し

の
も

と
に

収
支

計
画

、
資

金
計

画
、

人
員

配
置

計
画

等
を

立
案

し
そ

の
確

実
な

実
施

に
努

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
状

況
の

的
確

な
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
基

づ
く
速

や
か

な
対

応
を

進
め

る
こ

と
。

【
終

了
時

の
検

討
】

◎
月

次
決

算
の

精
緻

化
に

よ
る

経
営

の
効

率
化

を
進

め
た

こ
と

は
評

価
す

る
。

【
2
2
年

度
評

価
】

　
運
営
体
制
に
つ
い
て
、
学
外
理
事
を
含
む
審
議
会
の
も
と

、
迅
速
な
経
営
判
断
を
目
指
し
た
理
事
・
幹
部
職
員
等
で
構
成

さ
れ
る
会
議
を
設
置
し
た
ほ
か
、
現
場
の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
課
題
の
発
見
、
解
決
に
つ
な
げ
る
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な
ど
、
大
学
運
営
機
能
の
強
化
を
図
っ
た

。
　
一
方
で
、
医
学
研
究
科
の
学
位
授
与
に
伴
う
謝
礼
金
授
受

の
問
題
、
奨
学
寄
附
金
の
会
計
上
の
不
適
切
な
執
行
、
セ
ン
タ

ー
病
院
の
医
師
に
よ
る
麻
薬
の
不
正
使
用
や
医
学
部
に
お
け
る

教
授
の
学
生
へ
の
暴
力
事
件
等
、
大
学
へ
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ

る
よ
う
な
不
祥
事
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
原

因
の
徹
底
究
明
と
再
発
防
止
策
の
打
ち
出
し
を
行
い
、
全
学
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
学
と
し
て
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
複

数
発
生
し
た
こ
と
を
猛
省
し
、
大
学
経
営
の
健
全
化
と
市
民
の

信
頼
回
復
に
向
け
、
理
事
長
・
学
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
経
営
管

理
体
制
の
再
構
築
が
第
２
期
の
課
題
で
あ
る
。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項
委

員
評

価
欄

・
教

員
評

価
制

度
、

年
俸

制
、

任
期

制
、

職
階

の
簡

素
化

、
多

様
な

雇
用

形
態

に
よ

る
人

材
の

活
用

な
ど

、
新

た
な

人
事

制
度

の
構

築
と

実
践

を
進

め
る

と
と

も
に

、
組

織
体

制
の

簡
素

・
効

率
化

と
市

派
遣

職
員

の
段

階
的

削
減

に
取

り
組

ん
だ

。

・
第

2
期

中
期

計
画

の
最

優
先

課
題

と
し

て
、

適
正

な
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
構

築
、

教
職

員
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

意
識

の
徹

底
、

ま
た

、
学

内
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
一

層
の

円
滑

化
を

進
め

、
一

連
の

不
祥

事
に

よ
り

損
な

っ
た

社
会

的
信

頼
回

復
及

び
法

人
運

営
へ

の
不

安
感

の
払

拭
に

さ
ら

に
強

力
に

取
り

組
む

こ
と

。

・
教

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

と
深

く
関

わ
る

課
題

で
あ

る
、

教
員

の
テ

ニ
ュ

ア
制

度
や

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

の
導

入
、

及
び

、
職

員
の

給
与

制
度

の
改

定
な

ど
、

教
職

員
の

人
事

管
理

に
関

す
る

諸
制

度
の

整
備

に
向

け
て

さ
ら

に
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
。

・
附

属
２

病
院

の
経

営
の

効
率

化
と

と
も

に
、

財
務

分
析

・
予

算
統

制
な

ど
財

務
状

況
の

的
確

な
把

握
・
分

析
を

通
じ

た
経

営
管

理
の

改
善

に
努

め
、

運
営

交
付

金
の

計
画

的
削

減
や

老
朽

化
し

た
施

設
設

備
の

更
新

等
を

進
め

た
。

・
科

学
技

術
振

興
調

整
費

を
は

じ
め

と
し

た
外

部
研

究
費

、
各

種
寄

付
金

、
公

開
講

座
収

入
等

多
様

な
外

部
資

金
獲

得
へ

の
努

力
を

重
ね

た
。

・
年

度
当

初
の

明
確

な
見

通
し

の
も

と
に

収
支

・
資

金
計

画
、

人
員

配
置

計
画

等
を

立
案

し
、

そ
の

確
実

な
実

施
に

努
め

る
と

と
も

に
、

状
況

の
的

確
な

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

基
づ

く
速

や
か

な
対

応
を

進
め

る
こ

と
。

特
に

大
学

部
門

の
人

件
費

比
率

に
つ

い
て

は
、

数
値

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

諸
計

画
に

基
づ

き
、

適
切

に
管

理
す

る
こ

と
。
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○
教

員
評

価
制

度
、

年
俸

制
、

任
期

制
、

職
階

の
簡

素
化

、
多

様
な

雇
用

形
態

に
よ

る
人

材
の

活
用

な
ど

、
新

た
な

人
事

制
度

の
構

築
と

実
践

を
進

め
る

と
と

も
に

、
組

織
体

制
の

簡
素

・
効

率
化

と
市

派
遣

職
員

の
段

階
的

削
減

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
教

員
評

価
結

果
の

処
遇

へ
の

活
用

制
度

を
実

施
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
が

、
こ

れ
に

伴
う

諸
課

題
の

検
討

や
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
制

度
の

よ
う

な
教

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

一
層

の
向

上
の

た
め

の
制

度
の

具
体

化
が

進
ん

で
い

な
い

こ
と

は
残

念
で

あ
る

。
テ

ニ
ュ

ア
制

度
に

つ
い

て
も

、
現

行
の

教
員

の
任

期
制

と
マ

ッ
チ

し
た

制
度

構
築

が
進

ま
ず

、
か

つ
、

国
際

総
合

科
学

部
に

お
け

る
専

任
教

員
等

の
採

用
に

関
す

る
基

本
的

方
針

の
整

理
が

進
ん

で
い

な
い

。
こ

れ
ら

を
含

め
総

合
的

な
教

員
処

遇
策

の
確

立
へ

の
積

極
的

な
取

組
を

期
待

し
た

い
。

【
中

間
評

価
】

◎
安

定
的

な
大

学
運

営
に

資
す

る
た

め
、

横
浜

市
派

遣
職

員
の

削
減

を
し

つ
つ

、
固

有
職

員
の

採
用

、
育

成
を

進
め

て
い

る
こ

と
は

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

■
特

別
契

約
教

員
（
平

成
2
1
年

度
採

用
：
教

授
8
人

、
准

教
授

1
人

）
は

専
任

教
員

よ
り

勤
務

日
数

は
少

な
い

が
、

非
常

勤
講

師
と

は
異

な
り

、
専

用
の

研
究

室
を

確
保

し
て

、
講

義
・
実

験
等

の
当

該
大

学
が

指
定

す
る

時
間

外
に

お
い

て
も

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
定

す
る

な
ど

学
生

教
育

に
従

事
し

て
い

る
。

【
大

学
認

証
評

価
】

◎
こ

れ
ま

で
幾

度
か

指
摘

し
た

教
員

の
テ

ニ
ュ

ア
制

度
や

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

の
検

討
が

進
ま

ず
、

職
員

に
つ

い
て

も
給

与
制

度
の

改
正

が
行

わ
れ

な
い

な
ど

教
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
と

深
く
関

わ
る

事
項

の
検

討
、

具
体

化
が

進
ん

で
い

な
い

こ
と

は
大

変
残

念
で

あ
る

。
人

事
管

理
の

基
本

と
な

る
こ

れ
ら

の
制

度
の

重
要

性
に

あ
ら

た
め

て
思

い
を

致
し

、
そ

の
整

備
に

む
け

て
さ

ら
な

る
積

極
的

な
取

組
を

期
待

し
た

い
。

【
2
2
年

度
評

価
】

　
３

　
 広

報
の

充
実

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ａ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

　
】

【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
広

報
活

動
に

つ
い

て
は

実
態

調
査

分
析

の
結

果
を

踏
ま

え
「
Ｐ

Ｒ
ツ

ー
ル

の
強

化
」
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

、
Ｙ

Ｃ
Ｕ

ネ
ッ

ト
、

あ
る

い
は

広
報

Ｄ
Ｖ

Ｄ
の

作
成

と
諸

施
策

を
展

開
し

た
こ

と
、

ま
た

大
学

広
報

に
学

生
の

視
点

を
活

か
し

た
取

組
を

実
施

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
今

後
さ

ら
な

る
拡

充
を

期
待

し
た

い
。

【
2
1
年

度
評

価
】

　
順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。
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第
８

　
自

己
点

検
・
評

価
、

認
証

評
価

及
び

当
該

状
況

に
係

る
情

報
の

提
供

に
関

す
る

目
標

　
【
中

間
評

価
：
概

ね
順

調
　

2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

　
】

【
委

員
評

価
：

B
】

◎
大

学
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

「
評

価
基

準
を

満
た

し
て

い
る

」
と

の
評

価
を

得
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
そ

の
準

備
過

程
で

改
善

を
要

す
る

点
や

そ
の

要
因

分
析

を
積

極
的

に
行

い
、

い
く
つ

か
の

重
要

な
課

題
に

つ
い

て
全

学
的

に
問

題
意

識
を

共
有

し
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
を

評
価

し
た

い
。

し
か

し
、

学
位

の
質

の
向

上
や

大
学

運
営

に
係

る
情

報
の

共
有

化
な

ど
改

善
す

べ
き

課
題

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
結

果
を

真
摯

に
受

け
と

め
早

急
に

全
学

を
挙

げ
た

対
応

を
期

待
し

た
い

。
【
2
1
年

度
評

価
】

◎
評

価
委

員
会

の
指

摘
に

対
し

、
具

体
的

に
進

展
し

て
い

な
い

点
が

あ
る

の
は

残
念

で
あ

る
。

第
１

期
中

期
計

画
の

当
初

計
画

に
対

し
て

や
や

進
捗

が
遅

れ
た

も
の

、
あ

る
い

は
先

送
り

に
な

っ
た

も
の

も
あ

り
、

第
２

期
中

期
計

画
の

中
で

進
捗

管
理

を
さ

ら
に

徹
底

し
、

ト
ッ

プ
の

強
い

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

早
期

実
現

に
努

め
ら

れ
た

い
。

【
2
2
年

度
評

価
】

順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

第
９

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

目
標

【
中

間
評

価
：
概

ね
順

調
　

2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

　
１

　
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｂ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

○
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
附

属
２

病
院

の
取

組
な

ど
、

横
浜

市
の

防
災

計
画

に
お

け
る

防
災

関
係

機
関

と
し

て
の

機
能

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
横

浜
市

と
「
市

域
の

防
災

上
の

諸
活

動
に

対
し

協
力

す
べ

き
事

項
」
に

つ
い

て
協

定
を

締
結

し
、

さ
ら

に
地

元
金

沢
区

と
も

防
災

協
定

を
締

結
し

た
。

【
中

間
評

価
】

◎
学

生
に

対
す

る
防

災
メ

ー
ル

登
録

の
啓

発
を

行
う

と
と

も
に

八
景

キ
ャ

ン
パ

ス
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
制

定
し

、
３

月
１

日
に

地
震

を
想

定
し

た
実

働
訓

練
を

行
う

な
ど

の
日

常
的

な
取

組
が

、
大

震
災

発
生

後
の

的
確

な
対

応
に

つ
な

が
っ

た
こ

と
は

評
価

す
る

。
【
2
2
年

度
評

価
】

順
調
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。

　
２

　
 情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
【
2
0
年

度
評

価
：
Ｂ

　
2
1
年

度
評

価
：
Ｃ

　
2
2
年

度
評

価
：
Ｃ

】
【
自

己
評

価
：
Ｂ

】
【
委

員
評

価
：

Ｂ
】

◎
U

S
B

メ
モ

リ
ー

の
盗

難
事

故
が

発
生

し
た

こ
と

は
、

個
人

情
報

管
理

上
極

め
て

遺
憾

な
こ

と
で

あ
る

。
教

職
員

の
個

人
情

報
に

関
す

る
さ

ら
な

る
意

識
向

上
は

も
と

よ
り

、
勤

務
環

境
の

改
善

や
シ

ス
テ

ム
整

備
等

を
含

め
法

人
と

し
て

総
合

的
な

個
人

情
報

管
理

体
制

徹
底

へ
向

け
た

積
極

的
な

取
組

を
期

待
し

た
い

。
【
2
1
年

度
評

価
】

中
期

計
画

や
年

度
計

画
、

財
務

状
況

等
、

本
学

の
透

明
性

を
意

識
し

た
情

報
公

開
の

ほ
か

、
本

学
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
を

意
識

し
た

W
e
b
サ

イ
ト

や
広
報

誌
の

充
実

に
よ

り
、

教
育

内
容

や
研

究
成

果
等

、
大

学
の

魅
力

を
伝

え
る

べ
く

様
々

な
情

報
の

発
信

を
行
っ
た
。

ま
た

、
個

人
情

報
の

適
正

管
理

、
自

主
点

検
を

実
施

し
、

個
人

情
報

の
保

護
の

重
要

性
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
個

人
情

報
の

適
正

な
取

り
扱

い
を

徹
底

し
て

い
る

。
さ

ら
に

平
成

2
1
年

度
に

発
生

し
た

情
報

の
流

出
事

故
を

教
訓

に
、

意
識

の
醸

成
と

管
理

の
徹

底
だ

け
で

な
く

、
学

内
に

お
け

る
シ

ス
テ

ム
環

境
の

改
善
も
実
施
し
た
。

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

中
間

評
価

・
終

了
時

の
検

討
等

に
お

け
る

評
価

（
○

…
中

間
評

価
、

◎
2
0
～

2
2
年

度
評

価
、

◆
…

終
了

時
の

検
討

　
）

特
筆

す
べ

き
事

項

・
平

成
2
1
年

度
に

発
生

し
た

個
人

情
報

漏
え

い
事

故
を

踏
ま

え
、

教
職

員
の

個
人

情
報

に
関

す
る

さ
ら

な
る

意
識

向
上

を
図

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
勤

務
環

境
の

改
善

等
を

含
め

、
法

人
と

し
て

の
総

合
的

な
個

人
情

報
の

適
正

管
理

の
徹

底
を

図
る

こ
と

。

委
員

評
価

欄

委
員

評
価

欄

・
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け
、

毎
年

度
計

画
に

則
り

、
自

己
点

検
・
評

価
を

重
ね

、
評

価
結

果
を

大
学

運
営

、
教

育
・
研

究
・
診

療
の

改
善

、
充

実
に

反
映

さ
せ

る
体

制
が

徐
々

に
整

い
、

機
能

し
は

じ
め

て
い

る
。

・
進

捗
管

理
を

さ
ら

に
徹

底
し

、
ト

ッ
プ

の
強

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
で

課
題

解
決

を
計

画
的

に
進

め
る

こ
と

。
ま

た
、

社
会

経
済

情
勢

や
学

内
の

状
況

変
化

な
ど

を
十

分
に

把
握

し
、

設
立

団
体

と
の

対
話

・
協

議
を

さ
ら

に
深

め
つ

つ
、

必
要

に
応

じ
中

期
計

画
の

見
直

し
も

含
め

、
柔

軟
に

対
応

す
る

こ
と

。
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予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
　

【
予

算
】
　

（
単

位
　

百
万

円
）

区
　

　
　

　
　

　
分

金
　

　
額

区
　
　
　
　
　
　
分

金
　
　
額

収
入

収
入

　
　

運
営

交
付

金
7
8
,
1
8
6

　
　
運
営
交
付
金

7
4
,
9
1
8

▲
 
3
,
2
6
8

　
　

自
己

収
入

2
0
9
,
7
4
5

　
　
自
己
収
入

2
4
0
,
6
1
7

3
0
,
8
7
2

　
　

　
　

授
業

料
及

び
入

学
金

検
定

料
収

入
1
6
,
2
7
0

　
　
　
　
授
業
料
及
び
入
学
金
検
定
料
収
入

1
6
,
3
0
7

3
7

　
　

　
　

附
属

病
院

収
入

1
8
8
,
3
3
9

　
　
　
　
附
属
病
院
収
入

2
1
7
,
1
0
0

2
8
,
7
6
1

　
　

　
　

雑
収

入
5
,
1
3
6

　
　
　
　
雑
収
入

7
,
2
0
8

2
,
0
7
2

　
　

受
託

研
究

収
入

等
5
,
7
7
1

　
　
受
託
研
究
収
入
等

8
,
8
6
6

3
,
0
9
5

　
　

長
期

貸
付

金
収

入
2
8
0

　
　
長
期
貸
付
金
収
入

3
1
4

3
4

　
　

長
期

借
入

金
収

入
4
,
0
5
6

　
　
長
期
借
入
金
収
入

5
,
8
5
4

1
,
7
9
8

計
2
9
8
,
0
3
8

計
3
3
0
,
5
7
2

3
2
,
5
3
4

支
出

支
出

　
　

業
務

費
2
8
3
,
9
5
3

　
　
業
務
費

3
0
1
,
6
7
5

1
7
,
7
2
2

　
　

　
　

教
育

研
究

経
費

1
6
,
5
3
7

　
　
　
　
教
育
研
究
経
費

2
0
,
0
7
0

3
,
5
3
3

　
　

　
　

診
療

経
費

1
0
6
,
1
2
5

　
　
　
　
診
療
経
費

1
2
2
,
9
0
1

1
6
,
7
7
6

　
　

　
　

一
般

管
理

費
1
0
,
4
4
7

　
　
　
　
一
般
管
理
費

6
,
7
2
5

▲
 
3
,
7
2
2

　
　

　
　

人
件

費
1
5
0
,
8
4
4

　
　
　
　
人
件
費

1
5
1
,
9
7
8

1
,
1
3
4

　
　

長
期

貸
付

金
2
7
4

　
　
長
期
貸
付
金

4
9

▲
 
2
2
5

　
　

施
設

整
備

費
8
,
3
2
8

　
　
施
設
整
備
費

1
4
,
5
1
2

6
,
1
8
4

　
　

受
託

研
究

費
等

3
,
3
2
4

　
　
受
託
研
究
費
等

3
,
9
6
4

6
4
0

　
　

長
期

借
入

金
償

還
金

2
,
1
5
9

　
　
長
期
借
入
金
償
還
金

2
,
5
3
4

3
7
5

計
2
9
8
,
0
3
8

計
3
2
2
,
7
3
6

2
4
,
6
9
8

中
期

計
画

（
A

）
実

績
（
B

）
差

引
（
B

-
 A

）
特

筆
す

べ
き

項
目

●
運
営
交
付
金
：

制
度

変
更

に
伴

う
公

的
年

金
拠

出
金

分
の

減
(
▲

3
,
6
9
8
)
、

初
年

度
臨

時
利

益
活

用
に

よ
る

減
(
▲

8
9
9
)
、

市
施
策
推
進
(
学
費
対
象
外
経
費
等
)
に
伴
う
増
(
＋
9
3
3
)
等

●
授
業
料
及
び
入
学
金
検
定
料
収
入
：

医
学

部
の

定
員

増
等

を
実

施
し

た
一

方
、

学
費

改
定

を
３

回
予

定
し

て
い

た
が

、
実

質
２

回
分

の
改

定
に

と
ど

ま
っ

た
。

●
雑
収
入
・
受
託
研
究
収
入
等
：

　
外
部
研
究
費
獲
得
金
額
の
大
幅
増
に
よ
る
。

●
附
属
病
院
収
入
：

施
設

基
準

の
取

得
、

高
度

医
療

の
提

供
等

に
よ

る
診

療
単

価
の
上
昇
、
手
術
件
数
の
増
加
に
よ
る
増
。

●
長
期
借
入
金
収
入
及
び
償
還
金
：

【
附

】
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
（

電
子

カ
ル

テ
を

含
む

）
導

入
分
の
増
。

●
教
育
研
究
経
費
、
一
般
管
理
費
：

「
科

学
技

術
振

興
調

整
費

」
の

獲
得

等
、

外
部

研
究

費
獲

得
金

額
の

大
幅

増
に

伴
う

研
究

経
費

の
増

。
会

計
基

準
の

変
更
に
伴
う
、
経
費
区
分
の
変
更
に
よ
る
増
減
。
等

●
診
療
経
費
：

　
受
入
患
者
の
増
【
延
べ
外
来
患
者
数
】

　
【
附
】
1
7
当
初
：
4
1
4
,
8
0
0
人
→
2
2
実
績
：
4
7
7
,
5
0
8
人

　
【
セ
】
1
7
当
初
：
4
4
9
,
2
0
4
人
→
2
2
実
績
：
4
7
1
,
5
7
4
人

●
施
設
整
備
費
：

月
次

決
算

の
精

緻
化

に
よ

り
見

込
ん

だ
剰

余
金

や
目

的
積

立
金
の
活
用
に
よ
り
、
緊
急
性
の
高
い
改
修
等
を
実
施
。
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【
収

支
計

画
】
　

（
単

位
　

百
万

円
）

区
　

　
　

　
　

　
分

金
　

　
額

区
　
　
　
　
　
　
分

金
　
　
額

費
用

の
部

3
0
3
,
9
9
0

費
用
の
部

3
2
2
,
7
0
4

1
8
,
7
1
4

　
　

経
常

費
用

2
9
8
,
8
5
8

　
　
経
常
費
用

3
1
3
,
5
6
9

1
4
,
7
1
1

　
　

　
　

業
務

費
2
7
7
,
2
8
8

　
　
　
　
業
務
費

2
9
3
,
8
1
8

1
6
,
5
3
0

　
　

　
　

　
　

教
育

研
究

経
費

1
6
,
5
3
7

　
　
　
　
　
　
教
育
研
究
経
費

1
7
,
9
1
2

1
,
3
7
5

　
　

　
　

　
　

診
療

経
費

1
0
6
,
5
8
1

　
　
　
　
　
　
診
療
経
費

1
2
0
,
2
7
4

1
3
,
6
9
3

　
　

　
　

　
　

受
託

研
究

費
等

3
,
3
2
4

　
　
　
　
　
　
受
託
研
究
費
等

3
,
4
9
6

1
7
2

　
　

　
　

　
　

役
員

人
件

費
4
8
0

　
　
　
　
　
　
役
員
人
件
費

3
0
4

▲
 
1
7
6

　
　

　
　

　
　

教
員

人
件

費
6
1
,
3
6
0

　
　
　
　
　
　
教
員
人
件
費

4
8
,
5
4
8

▲
 
1
2
,
8
1
2

　
　

　
　

　
　

職
員

人
件

費
8
9
,
0
0
6

　
　
　
　
　
　
職
員
人
件
費

1
0
3
,
2
8
2

1
4
,
2
7
6

　
　

一
般

管
理

費
1
0
,
3
2
7

　
　
一
般
管
理
費

5
,
8
6
2

▲
 
4
,
4
6
5

　
　

財
務

費
用

3
1
4

　
　
財
務
費
用

1
8
2

▲
 
1
3
2

　
　

減
価

償
却

費
1
0
,
9
2
9

　
　
減
価
償
却
費

1
3
,
7
0
6

2
,
7
7
7

 
 
 
 
臨

時
損

失
5
,
1
3
2

 
 
 
 
臨
時
損
失

9
,
1
3
5

4
,
0
0
3

　
　

　
備

品
費

5
,
1
3
2

　
　
　
備
品
費

5
,
7
3
9

6
0
7

　
　
　
そ
の
他
臨
時
損
失

3
,
3
9
6

3
,
3
9
6

収
入

の
部

3
0
4
,
7
7
8

収
入
の
部

3
2
9
,
1
3
2

2
4
,
3
5
4

　
　

経
常

収
益

2
9
8
,
4
0
9

　
　
経
常
収
益

3
2
1
,
4
1
2

2
3
,
0
0
3

　
　

　
　

運
営

交
付

金
7
3
,
9
1
5

　
　
　
　
運
営
交
付
金

6
6
,
9
6
6

▲
 
6
,
9
4
9

　
　

　
　

授
業

料
収

益
1
3
,
9
7
0

　
　
　
　
授
業
料
収
益

1
4
,
4
5
2

4
8
2

　
　

　
　

入
学

金
収

益
1
,
6
0
3

　
　
　
　
入
学
金
収
益

1
,
6
5
9

5
6

　
　

　
　

検
定

料
収

益
6
9
7

　
　
　
　
検
定
料
収
益

5
1
0

▲
 
1
8
7

　
　

　
　

附
属

病
院

収
益

1
8
8
,
3
3
9

　
　
　
　
附
属
病
院
収
益

2
1
6
,
6
5
1

2
8
,
3
1
2

　
　

　
　

受
託

研
究

等
収

益
5
,
7
7
1

　
　
　
　
受
託
研
究
等
収
益

4
,
8
0
8

▲
 
9
6
3

　
　

　
　

雑
益

5
,
1
3
6

　
　
　
　
雑
益

1
0
,
3
1
2

5
,
1
7
6

　
　

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

戻
入

1
,
2
4
7

　
　
　
　
資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入

2
,
0
6
5

8
1
8

　
　

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
7
,
7
3
1

　
　
　
　
資
産
見
返
物
品
受
贈
額
戻
入

3
,
9
8
6

▲
 
3
,
7
4
5

 
 
 
 
臨

時
利

益
6
,
3
6
9

 
 
 
 
臨
時
利
益

7
,
7
2
0

1
,
3
5
1

　
　

　
　

物
品

受
贈

益
5
,
1
3
2

　
　
　
　
物
品
受
贈
益

5
,
7
3
9

6
0
7

　
　

　
　

債
権

受
贈

益
7
4
8

　
　
　
　
債
権
受
贈
益

1
,
0
0
8

2
6
0

　
　

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
4
8
9

　
　
　
　
資
産
見
返
物
品
受
贈
額
戻
入

6
8
8

1
9
9

　
　
　
 
 
そ
の
他
臨
時
利
益

2
8
5

2
8
5

純
利

益
7
8
8

純
利
益

6
,
4
2
7

5
,
6
3
9

●
人
件
費
：

　
臨
床
研
修
医
・
特
別
職
診
療
医
の
給
与
を
当
初
「
教
員
人

件
費
」
で
計
画
し
て
い
た
が
、
そ
の
性
質
か
ら
「
職
員
人
件

費
」
と
実
績
で
は
整
理
し
た
こ
と
に
よ
る
増
減
（
教
員
▲

1
3
,
4
7
2
、
職
員
＋
1
3
,
4
7
2
）
。

●
教
育
研
究
経
費
、
一
般
管
理
費
：

　
「
科
学
技
術
振
興
調
整
費
」
の
獲
得
等
、
外
部
研
究
費
獲

得
金
額
の
大
幅
増
に
伴
う
研
究
経
費
の
増
。
会
計
基
準
の
変

更
に
伴
う
、
経
費
区
分
の
変
更
に
よ
る
増
減
。
等

●
診
療
経
費
：

　
受
入
患
者
の
増
【
延
べ
外
来
患
者
数
】

　
【
附
】
1
7
当
初
：
4
1
4
,
8
0
0
人
→
2
2
実
績
：
4
7
7
,
5
0
8
人

　
【
セ
】
1
7
当
初
：
4
4
9
,
2
0
4
人
→
2
2
実
績
：
4
7
1
,
5
7
4
人

●
備
品
費
（
臨
時
損
失
）

　
横
浜
市
か
ら
の
5
0
万
円
未
満
備
品
承
継
分

　
（
同
額
を
物
品
受
増
益
（
臨
時
利
益
）
で
も
計
上
）

●
そ
の
他
臨
時
損
失

　
退
職
給
付
引
当
金
計
上
に
よ
る
増
（
＋
2
,
6
9
1
）
等

●
運
営
交
付
金
：

　
初
年
度
臨
時
利
益
活
用
等
に
よ
る
交
付
額
の
減
、
資
産
取

得
に
伴
う
収
益
化
額
の
減
。

●
附
属
病
院
収
益
：

　
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
特
性
を
発
揮
す
る
中
で
、
診
療
報
酬

改
定
に
対
応
し
た
施
設
基
準
の
取
得
、
高
度
医
療
の
提
供
等

に
よ
る
診
療
単
価
の
上
昇
、
手
術
件
数
の
増
加
に
よ
る
増

【
入
院
単
価
】

　
【
附
】
1
7
当
初
：
4
4
,
0
2
5
円
→
2
2
実
績
：
6
1
,
6
4
0
円

　
【
セ
】
1
7
当
初
：
5
2
,
2
0
0
円
→
2
2
実
績
：
6
7
,
5
2
5
円

●
雑
益
：

　
外
部
資
金
（
補
助
金
、
奨
学
寄
付
金
等
）
の
受
入
増
に
伴

う
収
益
の
増

中
期

計
画

実
績

差
引

（
B

-
 A

）
特

筆
す

べ
き

項
目
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【
資

金
計

画
】
　

（
単

位
　

百
万

円
）

区
　

　
　

　
　

　
分

金
　

　
額

区
　
　
　
　
　
　
分

金
　
　
額

資
金

支
出

2
9
8
,
0
3
8

資
金
支
出

3
6
8
,
0
9
7

7
0
,
0
5
9

　
　

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
2
8
7
,
1
5
7

　
　
業
務
活
動
に
よ
る
支
出

2
9
3
,
8
4
5

6
,
6
8
8

　
　

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
8
,
6
0
2

　
　
投
資
活
動
に
よ
る
支
出

6
8
,
1
0
1

5
9
,
4
9
9

　
　

財
務

活
動

に
よ

る
支

出
2
,
2
7
9

　
　
財
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
,
1
4
9

3
,
8
7
0

資
金

収
入

2
9
8
,
0
3
8

資
金
収
入

3
7
7
,
9
6
9

7
9
,
9
3
1

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

2
9
3
,
7
0
2

　
業
務
活
動
に
よ
る
収
入

3
1
6
,
4
8
0

2
2
,
7
7
8

　
　

運
営

交
付

金
に

よ
る

収
入

7
8
,
1
8
6

　
　
運
営
交
付
金
に
よ
る
収
入

7
4
,
9
1
9

▲
 
3
,
2
6
7

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
1
6
,
2
7
0

　
　
授
業
料
及
入
学
金
検
定
料
に
よ
る
収
入

1
6
,
2
4
0

▲
 
3
0

　
　

附
属

病
院

収
入

1
8
8
,
3
3
9

　
　
附
属
病
院
収
入

2
0
9
,
5
5
3

2
1
,
2
1
4

　
　

受
託

研
究

収
入

等
5
,
7
7
1

　
　
受
託
研
究
収
入
等

8
,
1
3
6

2
,
3
6
5

　
　

そ
の

他
の

収
入

5
,
1
3
6

　
　
そ
の
他
の
収
入

7
,
6
3
0

2
,
4
9
4

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

2
8
0

　
投
資
活
動
に
よ
る
収
入

5
5
,
6
5
0

5
5
,
3
7
0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

4
,
0
5
6

　
財
務
活
動
に
よ
る
収
入

5
,
8
3
8

1
,
7
8
2

評
価

委
員

 評
価

欄
受

託
研

究
収

入
等

の
外

部
資

金
や

医
業

収
入

等
を

計
画

以
上

に
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

、
一

般
管

理
費

を
中

心
に

経
費

の
節

減
に

努
め

た
結

果
、

計
画

を
上

回
る

運
営

交
付

金
の

圧
縮

を
行

い
つ

つ
、

6
年

間
で

4
0
億

円
超

の
目

的
積

立
金

を
計

上
し

た
こ

と
、

ま
た

、
そ

の
目

的
積

立
金

を
活

用
し

、
法

人
固

有
職

員
の

退
職

手
当

相
当

の
引

当
等

を
実

行
し

た
こ

と
は

、
予

算
統

制
な

ど
計

数
管

理
が

精
緻

化
し

、
経

営
の

中
に

浸
透

し
て

き
た

こ
と

が
窺

わ
れ

、
経

営
上

の
努

力
が

認
め

ら
れ

る
。

第
2
期

に
お

い
て

も
、

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
と

実
績

の
差

異
を

常
に

把
握

し
、

詳
細

な
分

析
を

行
っ

た
う

え
で

、
そ

の
結

果
を

適
時

に
経

営
に

反
映

さ
せ

る
よ

う
、

継
続

的
な

取
組

を
進

め
ら

れ
た

い
。

な
お

、
第

2
期

に
お

い
て

目
的

積
立

金
が

発
生

し
た

際
に

は
、

市
民

の
税

金
に

よ
り

公
的

に
支

え
ら

れ
て

い
る

法
人

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

そ
の

生
じ

た
原

因
を

詳
細

に
分

析
し

、
教

育
研

究
、

診
療

活
動

の
さ

ら
な

る
充

実
・
発

展
と

い
っ

た
公

立
大

学
法

人
経

営
の

理
念

に
基

づ
く
有

効
な

活
用

方
法

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

●
投
資
活
動
に
よ
る
支
出
：

　
有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
伴
う
支
出
等
の
他
、
定
期
預
金

預
入
等
、
資
金
運
用
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
増

（
定
期
預
金
預
入
＋
4
9
,
3
0
0
、
短
期
国
債
等
購
入
＋
1
1
,
4
8
6

等
）

●
財
務
活
動
に
よ
る
支
出
：

　
リ
ー
ス
の
積
極
的
活
用
に
よ
る
返
済
額
の
増

●
投
資
活
動
に
よ
る
収
入
：

　
定
期
預
金
払
戻
＋
4
7
,
3
0
0
、
短
期
国
債
等
償
還
＋
8
,
5
0
8

等 ●
財
務
活
動
に
よ
る
収
入
：

　
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
電
子
カ
ル
テ
を
含
む
）
導
入
増

差
引

（
B

-
 A

）
特

筆
す

べ
き

項
目

中
期

計
画

実
績
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